
新たなまちへ②

南三陸ハマーレ歌津の歩み  汐風に吹かれながら憩う場所

　歌津地区伊里前には、古くからの商店が旧国道沿いに軒を連ねていた。東日本大震災で伊里前湾を

見下ろす国道 45 号バイパスの歌津大橋も大破。街並みは消えた。津波は指定避難場所だった高台の伊

里前小学校の１階にまで達した。

　商店主たちは、店を再建するに当たり、もう一度海を見渡せる伊里前で商いをしたいと、海のそば

に８店舗から成るプレハブの仮設「歌津伊里前福幸商店街」を 2011（平成 23）年 12 月 13 日にオープ

ンさせた。

　以前の伊里前地区に約７mかさ上げされた土地

に、建築家 隈研吾氏設計の、南三陸杉をふんだん

に使った木造平屋建て２棟の本設商店街が建設さ

れた。

　仮設商店街から移った６店と新たな２店が加

わって、2017（平成29）年４月23日に南三陸ハマー

レ歌津がオープンした。商店街前のスペースでは、

コンサートや季節毎の特産品を活かしたイベント

などが行われ、多くの人々でにぎわう。

▲2012（平成 24）年 5月 20日仮設歌津伊里前福幸商店街でしろうおまつりが行われ
　多くの町民たちと全国からの客でにぎわった。

▲2017（平成 29）年４月23日
　南三陸ハマーレ歌津がオープンした。
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